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急発達する積乱雲に 関するビン法雲微物理モ デル を用いた数値実験

瀬 古弘、橋本明弘（気 象研 究所）、隅田康彦 （気象衛星セ ン タ
ー
）

1．は じめに

　気象衛星セ ン タ
ー

で は 、ひ まわりの 高頻度観

測を用い て 、積雲急発 達に関するプ ロ ダクトを作

成している 。 現在の手法で は 、 可視・赤外観測に

よる雲頂 の 特徴 ・時間変化 を利 用 して 急発 達す

る積雲を推定して い るが 、より基本的な原理 に基

づ い た手法 の 開発が試 みられて い る。

　急 発 達す る積 乱 雲 の 場 合、発 達期 初期 の 上

昇流 が強い ことが特徴として 考えられる 。 その 場

合 、 気塊の 上昇速度が速い ため 、降水の 粒径が

成長する時聞が短 く、粒径の 大きい 粒子 が少 な

くなるため 、 降水粒子の 相 ・粒 径 に感度の ある近

赤外の 反射率によっ て、積乱雲の 発 達状態を推

定できる可能性がある。

　こ こ で は 、 雲・降水の 微物理 過程をより精緻に

扱っ たビ ン 法パ ーセ ル モ デル を用い て 、ヒ記 の

関係に つ い て調 べ た結果 に つ い て報告する 。

2．手法

　本報 告で は、氷粒 子の 体積 と縦横比等が パ ラ

メータとして含まれて い る多次元 ビ ン 法雲微物理

モ デル （Misumi 　et 　al．2010）を用い る。
この モ デ

ル は 、これまで に気象庁非静力学モ デル に維み

込 ん だ成果等 が報告されて い る。
こ の 実験 では 、

鉛直流との 関係 が評価 しやすい ように 、下層の

気 塊 に
一定の 気温 と湿 度を与 え、い ろい ろな速

度で 上昇させ た 時の 雲粒や 雨滴等の で き方 を調

べ た 。

3．結果とまとめ

夏 季の 積雲 対流の 発達を想定して 、持ち上 げ

る下層の 気塊は、気温 30℃、湿度 70％を想 定し

た 。 上昇流を、025 皿 s
‘1 か ら 16ms ’1 まで変 えて、

高度 8km に達するまで の 変化を調べ た 。 こ の 方

法 で得られた結果 は、
一

定の 上層 流を持 つ 積雲

が発 達した時の 雲頂で の 値と捉えることがで きる 。

図 1a は 、 上昇速度を 1ms
’i，2ms

『1
，8ms

．1 とした

時の 気温 と湿 度の 高度変化である。上昇速 度を

変えても気温 に大きな差はなく、 高度 1km で 水

に対 して飽和し、約 8k 皿 で不飽和になっ てい た。

ビ ン 法で 得 られた 上 昇気塊 の 各ビ ン の 値を 、 粒

径等によりバ ル ク法に対応した雲粒、雨滴、氷粒

子 に仕分けた 。 上 昇速度を変えると、雲 粒や 雨

滴等の 数密度に大きな差が 現れた（図 lb−d）。 す

なわち 、 3 つ の ．E昇速度とも飽 和高度 1km 付近

で 雲粒の 数密度が急激に増加 したが、数密度は

強い 上昇流ほ ど大 きく、 数密度が減少 し始める

高度も高くなっ て い た。つ まり、急発 達する積乱

雲で は 、 上 層まで雲粒が多い 状態 になっ て い て
、

雲粒 から変換 され る雨滴も、より高い 高度で 見ら

れることがわか っ た。今後、今回の 実験で得られ

た分布を RSTAR 等 に適応 し、　HIMAWARI ・8
の 各種バ ン ドを再現 して 比 較する予定である。
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図 1　上昇速度 を 1皿 s
’1，2ms

’1
，
8ms

’1 とした時
の （a）気温 ・湿度分布 、 （b）雲粒 、 （c）雨滴、 （d）
氷粒子 の 数密度。
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